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               体罰根絶宣言 
 

 運動部活動中の指導者の体罰が背景にあり、そのことによって高

校生が自殺すると言う大変痛ましい事件が大阪市の高等学校で発生

したことを踏まえ、平成 25 年 1 月 18 日（公財）全国高等学校体育

連盟は「運動部活動における体罰根絶に向けて（通知）」を、また（公

財）日本中学校体育連盟は平成 25 年 1 月 31 日「運動部活の指導の

あり方」を全国に向けて発信した。 
 その後、全国高等学校体育連盟では各都道府県体育連盟を通して

体罰事案の発生について調査を行った。その結果から運動部活動の

指導中において残念ながら今もって体罰が存在することが判明した。 
 また、日本中学校体育連盟においても、以前から運動部活動指導

者の体罰における処分の事案が確認されている。 
 日々、全国の各高等学校や中学校において学校教育活動の一環と

して行われている運動部活動は、生徒の健全育成を目指すものであ

り、その中で指導者は生徒の生命を守り、人権を尊重し、個性を育

んでいくことが使命として求められている。 
 従って、各学校の運動部活動指導者は多くの国民から、運動部活

動の信頼を取り戻すべく最善の努力を、今、しなければならない。 
 （公財）全国高等学校体育連盟、（公財）日本中学校体育連盟およ

び両組織の事業に参画する運動部活動指導者は体罰根絶に向けて最

大の努力を行うことをここに宣言する。 


